
  ―

「
専
守
防
衛
」
を
か
な
ぐ
り
捨

て
た
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」
保
有
の

安
保
３
文
書
を
撤
回
し
、
憲
法
の
平 

和
主
義
守
り
軍
事
費
増
額
よ
り
暮
ら

し
守
る
予
算
を
求
め
ま
す  

２
０
２
３
年
１
月
１４
日  

 

岸
田
内
閣
は
１２
月
１６
日
に
「
国

家
安
全
保
障
戦
略
」
な
ど
安
保
関
連

３
文
書
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。
国

会
で
の
議
論
も
な
く
、
国
民
へ
の
ま

と
も
な
説
明
も
一
切
な
く
戦
後
の
安

全
保
障
政
策
を
大
転
換 

さ
せ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
２
０
１
４

年
７
月
安
倍
内
閣
に
よ
る
集
団
的
自

衛
権
の
容
認
を
閣 

議
決
定
し
た
も
の

か
ら
、
さ
ら
に
具
体
的
に
踏
み
込
み

憲
法
の
平
和
主
義
を
踏
み
に
じ
る
も

の
で
す
。
２
０
１
５
年
３
月
、
安
倍

内
閣
時
代
に
「
専
守
防
衛
」
の
定
義

と
し
て
「
相
手
か
ら
の
武
力
攻
撃
を

受
け
た
と
き
初
め
て
防
衛
力
を
行
使

し
、
そ
の
態
様
も
自
衛
の
た
め
の
必

要
最
小
限
に
と
ど
め
」
と
し
て
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
浜
田
精
一
防
衛
相

は
１２
月
２０
日
の
記
者
会
見
で
「
他

国
が
我
が
国
に
対
し
て
武 

力
攻
撃
に

着
手
し
た
時
」
と
述
べ
「
着
手
」
の

判
断
を
間
違
え
れ
ば
、
先
制
攻
撃
の

国
際
法
違
反
に
も
な 

る
全
面
戦
争
に

日
本
が
突
入
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
安
保
法
制
に
基
づ
く

集
団
的
自
衛
権 

行
使
に
よ
る
敵
基
地

攻
撃
で
あ
れ
ば
、
他
国
の
戦
争
に
日

本
が
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
す
。 

こ
れ
は
、
第
２
次
世
界
大
戦
の
尊
い

犠
牲
の
も
と
で
日
本
国
憲
法
が
生
ま 

れ
憲
法
９
条
に
よ
る
「
専
守
防
衛
」 

   

「
平
和
主
義
」
を
国
是
と
し
て
き
た 

日
本
の
安
保
政
策
の
大
転
換
で
す
。 

岸
田
政
権
は
１２
月
２３
日
に
２
０
２

３
年
度
当
初
予
算
案
を
閣
議
決
定
し

ま
し
た
。
そ
れ
は
先
の
安
保
３
文
書

に
基
づ
き
軍
事
費
関
連
予
算
は
１０
・

２
兆
円
と
な
り
歳
出
増
加
額
７
兆
円

の
７
割
が
軍
事
費 

関
連
に
充
て
ら
れ

る
大
軍
拡
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

相
次
ぐ
値
上
げ
や
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

生
活
危
機
を 

顧
み
る
こ
と
な
く
、
軍

事
費
を
２
０
２
７
年
度
に
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ

比
２
％
４３
兆
円
に
向
け
て
ひ
た
走
る

第
一 

歩
で
す
。
こ
う
し
た
岸
田
政
権

の
動
き
は
、
憲
法
蹂
躙
、
国
民
生
活

破
壊
に
と
ど
ま
ら
ず
東
ア
ジ
ア
に
お

け
る
軍 
事
的
緊
張
を
激
化
さ
せ
る
こ

と
は
必
至
で
す
。
私
た
ち
は
、
安
保

３
文
書
の
閣
議
決
定
に
撤
回
す
る
こ

と 

。
軍
事
で
は
な
く
外
交
に
よ
る
東

ア
ジ
ア
の
緊
張
緩
和
と
平
和
を
創
出

す
る
こ
と
。
国
民
生
活
を
守
る
予
算 

を
確
保
す
る
こ
と
。
以
上
３
点
で
の

府
民
的
な
運
動
を
よ
び
か
け
ま
す
。  

 【
よ
び
か
け
人
（
ア
イ
ウ
エ
オ
順
）
】 

  

伊
地
知
紀
子
（
大
阪
公
立
大
学
教

授
）
川
崎
三
榮
子
（
医
師
・
大
阪
府

保
険
医
協
会
副
理
事
長
） 

桜
田
照
雄

（
阪
南
大
学
教
授
） 

杉
本 

和
（
新
日

本
婦
人
の
会
大
阪
府
本
部
会
長 

冨
田 

宏
治
（
関
西
学
院
大
学
教
授
） 

西 

晃

（
弁
護
士
・
大
阪
平
和
委
員
会
会
長
） 

藤
永
延
代
（
お
お
さ
か
市
民
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
代
表
） 

渡
辺 

武
（
元
大
阪
城

天
守
閣
館
長 

   

大
阪
平
和
委
員
会
事
務
局
長 

 
 
 

上 

羽 

治 

雄 

【
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
穀
倉
】
上
が
大
空

を
表
す
青
、
下
が
麦
畑
を
表
す
黄
色

の
国
旗
が
示
す
よ
う
に
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
穀
倉
」
「
世

界
で
食
料
危
機
が
起
こ
っ
た
場
合
に

は
、
そ
れ
を
救
う
国
の
ひ
と
つ
」

(

「
物
語 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
歴
史―

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
後
の
大
国
」
中
公
新

書)

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
国

憲
法
第
２４
条
の
「
男
女
平
等
」
条
項

の
起
草
を
し
た
ベ
ア
テ
・
シ
ロ
タ
・

ゴ
ー
ト
ン
さ
ん
の
父
母
は
ウ
ク
ラ
イ

ナ
出
身
で
す
。
【
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
略
】
２
月
２４
日
そ
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
に
対
し
ロ
シ
ア
が
国
連
憲
章
を

無
視
し
て
侵
攻
を
開
始
。
し
か
も
ロ

シ
ア
は
、
核
兵
器
使
用
の
威
嚇
を
公

然
と
ふ
り
か
ざ
し
て
こ
の
戦
争
を
お

し
す
す
め
て
い
ま
す
。
通
常
兵
器
に

対
す
る
攻
撃
に
対
し
て
も
核
兵
器
を

使
用
す
る
と
い
う
「
核
ド
ク
ト
リ
ン
」

を
持
つ
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
、
戦
争

開
始
後
に
核
部
隊
を
戦
闘
態
勢
に
お

く
こ
と
を
命
じ
た
こ
と
は
重
大
で
す
。

こ
れ
は
、
核
兵
器
禁
止
条
約
に
違
反

す
る
、
人
類
に
対
す
る
脅
迫
で
す
。

加
え
て
ロ
シ
ア
の
攻
撃
は
、
住
宅
地

や
学
校
、
病
院
な
ど
へ
の
無
差
別
攻

撃
や
原
子
力
施
設
へ
の
攻
撃
、
残
虐

兵
器
使
用
な
ど
、
こ
と
ご
と
く
国
際

人
道
法
に
違
反
す
る
も
の
で
す
。
一

刻
も
早
く
中
止
さ
せ
、
こ
れ
以
上
の

非
人
道
的
な
被
害
を
阻
止
す
る
こ
と

は
喫
緊
の
課
題
で
す
。
【
国
連
が
非

難
決
議
】
ロ
シ
ア
の
侵
略
に
対
し
、

世
界
各
国
で
「
国
連
憲
章
守
れ
」
の

声
が
急
速
に
広
が
る
な
か
、
国
連
加

盟
国
の
７３
％
、
１
４
１
ヵ
国
が
賛
成

し
た
ロ
シ
ア
非
難
決
議
は
、
ロ
シ
ア

の
行
為
を
国
連
憲
章
違
反
の
侵
略
と

断
罪
し
、
即
時
無
条
件
完
全
撤
退
を

要
求
し
ま
し
た
。
か
つ
て
の
ベ
ト
ナ

ム
戦
争
と
イ
ラ
ク
戦
争
に
対
し
て
国

連
が
非
難
決
議
を
上
げ
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
す
る
と
、
歴
史
の
進
歩
で
す
。

ロ
シ
ア
に
対
す
る
経
済
制
裁
も
、
最

恵
国
待
遇
の
撤
廃
や
国
際
決
済
シ
ス

テ
ム
か
ら
の
ロ
シ
ア
大
手
銀
行
の
排

除
な
ど
、
各
国
が
厳
し
い
措
置
を
打

ち
出
し
、
ロ
シ
ア
の
孤
立
は
深
ま
る

ば
か
り
で
す
。
ロ
シ
ア
国
内
で
も
厳

し
い
言
論
統
制
と
弾
圧
に
も
か
か
わ

ら
ず
勇
気
あ
る
反
戦
行
動
が
く
り
広

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ス
イ
ス
・
ジ
ュ

ネ
ー
ブ
国
連
機
関
の
外
交
官
ボ
リ

ス
・
ボ
ン
タ
レ
フ
氏
は
「
血
ま
み
れ

で
、
無
分
別
の
戦
争
に
抗
議
す
る
」

「
す
で
に
何
千
人
も
の
ロ
シ
ア
人
と

ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
が
死
ん
で
い
る
」
と

抗
議
し
辞
職
し
ま
し
た
。
【
抗
議
行

動
を
展
開
】
大
阪
平
和
委
員
会
は
い

ち
早
く
府
民
に
呼
び
か
け
、
２
月
２８ 

日
豊
中
市
内
に
あ
る
ロ
シ
ア
総
領
事

館
前
で
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
平
和
を
」

の
横
断
幕
を
か
か
げ
１
２
０
人
の
参

加
で
抗
議
の
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実

施
し
、
ロ
シ
ア
軍
の
攻
撃
で
亡
く
な

っ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
々
に
黙
祷
を

捧
げ
ま
し
た
。
こ
れ
は
マ
ス
コ
ミ
で

も
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
後
も
毎

月
５
次
に
わ
た
り
５
人
～
８３
人
の
参

加
者
で
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実
施
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
５
月
２２
日
に
は

大
阪
革
新
懇
と
一
緒
に
３
名
の
在
阪

の
学
者
を
招
い
て
「
平
和
外
交
シ
ン

ポ
」
を
１
１
９
名
の
参
加
で
成
功
さ

せ
、
そ
こ
で
寄
せ
ら
れ
た
ウ
ク
ラ
イ

ナ
支
援
カ
ン
パ
６
万
円
を
国
際
赤
十

字
委
員
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
）
に
寄
付
し

ま
し
た
。
【
惨
事
便
乗
の
大
軍
拡
】

岸
田
内
閣
は
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
に
対
し
、
憲
法
９
条
を
も
つ
戦

争
被
爆
国
と
し
て
「
核
兵
器
を
使
う

な
」
「
紛
争
の
平
和
的
解
決
を
」
の

声
を
あ
げ
る
ど
こ
ろ
か
、
そ
の
補
完

勢
力
の
維
新
の
会
な
ど
と
一
緒
に
こ

の
事
態
を
利
用
し
て
、
「
基
地
攻
撃

能
力
」
保
有
や
そ
の
た
め
に
軍
事
費

大
幅
増
額
（
従
来
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
１
％

程
度
だ
っ
た
「
防
衛
費
」
を
２
％
以

上
に
）
す
る
と
表
明
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
明
白
な
憲
法
９
条
お
よ
び

国
際
法
違
反
と
な
る
先
制
攻
撃
の
準

備
に
日
本
が
着
手
す
る
可
能
性
を
は

ら
み
、
ま
た
一
貫
し
て
「
専
守
防
衛
」

の
範
囲
内
で
抑
制
的
に
安
全
保
障
政

策
を
組
み
立
て
て
き
た
戦
後
日
本
の

「
平
和
国
家
」
と
し
て
の
あ
り
方
を

根
本
的
に
破
壊
す
る
も
の
で
あ
り
、

断
じ
て
認
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
岸
田
内
閣
の
打
倒
を
】
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
略
を
前
に
世
論
調
査
で
は
、
敵

基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
に
賛
成
が
６

割
、
反
対
が
３
割
。
背
景
に
覇
権
主

義
的
な
動
き
を
強
め
る
中
国
、
過
去

に
前
例
の
な
い
頻
度
で
弾
道
ミ
サ
イ

ル
発
射
を
し
て
い
る
北
朝
鮮
、
国
際

秩
序
の
根
幹
を
揺
る
が
す
ロ
シ
ア
の

存
在
が
あ
り
ま
す
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は

兵
力
を
２
０
１
４
年
に
比
べ
３
倍
化
。

し
か
し
ロ
シ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵

攻
し
ま
し
た
。
軍
拡
大
増
税
の
岸
田

内
閣
を
打
倒
し
、
い
の
ち
と
暮
ら
し

優
先
、
専
守
防
衛
の
日
本
に
皆
で
変

え
て
行
き
ま
し
ょ
う
。 

在
阪
の
著
名
人
に
よ
る
安
保
３
文
書
撤
回
要
請 

 

２３１１号 

２０２３年１月２５日(水) 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
利
用
の
改
憲
Ｎ
Ｏ

さ
な
い 

旭
区
「
安
保
３
文
書
」
学
習

が
「
９
の
日
」

宣
伝
【
９

の
日
】
柿
狩
り
で
秋

満
喫
ｍ
ん
キ
ツ
ア
を

感
想
文
の
紹
介 



   

 

２
０
２
３
年
新
年
の
抱
負 

 

反
転
攻
勢
の
年
に
！ 

 

 

大
阪
平
和
委
員
会
理
事
長 

 

近
藤 

正 
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

昨
年
は
、
念
願
の
「
青
い
星
」
を

上
梓
し
ま
し
た
。
故
畑
田
重
夫
先
生

を
は
じ
め
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
の

賜
物
で
す
。
ご
笑
覧
頂
け
れ
ば
幸
い

で
す
。 

三
年
に
お
よ
ぶ
コ
ロ
ナ
禍
で
苦
し

む
国
民
の
暮
ら
し
や
経
済
の
再
建
、

外
交
・
安
全
保
障
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
な

ど
国
の
進
路
を
め
ぐ
る
重
大
問
題
が

問
わ
れ
る
年
に
な
り
ま
す
。
春
の
一

斉
地
方
選
挙
は
世
直
し
の
政
治
決
戦

の
場
で
す
。 

今
こ
そ
、
平
和
の
出
番
。
旺
盛
な

運
動
を
進
め
る
た
め
に
は
、
力
強
い

平
和
の
仲
間
が
必
要
で
す
。
「
一
歩

前
進
二
歩
後
退
」
の
現
状
か
ら
一
日

も
早
く
脱
し
、
反
転
攻
勢
の
年
に
し

よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

  

心
ひ
と
つ
政
治
革
新
遂
げ
る
春 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

正 

 

「
子
ど
も
た
ち
に
平
和
で
希
望
あ
る

未
来
を
」 

 
 

東
住
吉
平
和
委
員
会
副
会
長  

山
本
の
り
こ  

 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。 

日
本
は
今
「
戦
争
か
平

和
か
」
と
い
う
歴
史
的
岐 

路
に
立

っ
て
い
ま
す
。
岸
田
政
権
に
よ
る

「
敵
基 

地
攻
撃
能
力
」
の
保
有
と 

        大
軍
拡
は
平
和
も
暮
ら
し
も
壊
す
戦

争
へ
の
道
。
絶
対
に
止
め
な
け
れ
ば 

な
り
ま
せ
ん
。
今
年
は
統
一
地
方
選

挙
も
行
わ
れ
ま
す
。
東
住
吉
区
か
ら

「
戦
争
反
対
！
平
和
を
守
ろ
う
！
」

こ
の
声
を
大
き
く
広
げ
て
、 

誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
平
和
都
市

へ
。
そ
し
て
子
ど
も
た
ち
に
平
和
で

希
望
あ
る
未
来
を
。 

   ―

新
成
人
の
願
い
は 

軍
事
よ
り
も

学
費
援
助
や
子
育
て
支
援
、
少
子
化

対
策
を
希
望 

 

天
王
寺
区
「
二
十
歳
の
つ
ど
い
」

は
１
月
８
日
（
日
）、
１２
時
と
１５
時

か
ら
の
２
回
に
分
け
て
天
王
寺
区
民

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。
成
人

を
祝
う
天
王
寺
実
行
委
員
会
で
は

「
戦
争
の
な
い
社
会
を
一
緒
に
つ
く

ろ
う
」
と
横
断
幕
を
持
っ
て
、
新
婦

人
チ
ラ
シ
と
ホ
カ
ロ
ン
を
２
０
０
個

配
布
、
シ
ー
ル
投
票
も
行
い
ま
し

た
。
シ
ー
ル
投
票
は
「
税
金
を
何
に

使
っ
て
ほ
し
い
で
す
か
」
の
問
い
に 

（
１
）
学
費
値
下
げ
（
２
）
子
育
て

支
援
と
少
子
化
対
策
（
３
）
賃
上
げ

と
消
費
税
減
税
（
４
）
軍
事
費
の
４

項
目
の
う
ち
で
一
番
望
む
こ
と
に
投

票
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
シ
ー
ル
投 

        票
や
振
り
袖
姿
の
写
真
を
と
っ
た

り
、
男
性
グ
ル
ー
プ
や
女
性
グ
ル
ー

プ
も
「
横
断
幕
と
一
緒
に
写
真
を
撮

り
た
い
」
と
一
緒
に
写
し
た
り
、

「
僕
に
は
お
母
さ
ん
が
い
な
い
か

ら
、
皆
さ
ん
を
お
母
さ
ん
と
思
っ

て
、
叫
ん
で
い
い
で
す
か
。
お
母
さ

ん
、
僕
、
今
日
、
成
人
式
を
迎
え
ま

し
た
」
と
声
を
出
し
て
報
告
す
る
新

成
人
も
い
た
り
し
て
、
会
場
入
り
口

は
大
変
な
盛
り
上
が
り
で
し
た
。
シ

ー
ル
投
票
の
結
果
は
総
数
８７
名
中 

（
１
）
学
費
４３
名
、（
２
）
子
育
て

支
援
２０
名
、（
３
）
賃
上
げ
と
消
費

税
１９
名
、（
４
）
軍
事
費
５
名
と
い

う
結
果
で
、
新
成
人
と
の
交
流
も
で

き
、
こ
の
春
行
わ
れ
る
大
阪
府
知
事

選
挙
・
大
阪
市
長
選
挙
へ
の
希
望
を

た
く
さ
ん
も
ら
い
ま
し
た
。
寄
稿―

天
王
寺
平
和
委
員
会 

吉
田
一
江 

 
 

 

大
阪
原
水
協
は
１
月
６
日
（
金
）

１２
時
か
ら
上
本
町
六
丁
目
の
交
差
点

で
、
今
年
初
の
核
兵
器
の
廃
絶
を
め

ざ
す
６
・
９
行
動
を
行
い
ま
し
た
。 

参
加
者
は
２６
名
元
気
の
よ
い
行
動

と
な
っ
た
た
め
、
「
日
本
政
府
に
核

兵
器
禁
止
条
約
に
署
名
・
批
准
を
求

め
る
署
名
」
が
４６
筆
集
ま
り
ま
し
た
。

で
く
れ
て
い
ま
し
た
。
又
、
コ
ン
ピ
ュ 

      

   ―

タ
ー
学
校
の
学
生
さ
ん
が
辺
野
古
の 

天
王
寺
平
和
委
員
会
か
ら
は
１３
名
が 

参
加
し
ま
し
た
。 

以
下
は
参
加
者
の
感
想
で
す
。 

「
若
い
人
た
ち
の
関
心
が
強
く
、

署
名
も
た
く
さ
ん
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
と
核
兵
器
使
用
の
威
嚇

を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
た
い
と
い
う
願
い

の
こ
も
っ
た
署
名
行
動
で
し
た
」 

   ―

「
沖
縄
も
日
本
も
え
ら
い
こ
っ
ち
ゃ
」

と
次
々
と
署
名
し
て
く
れ
る―

 

 

１
月
１３
日
（
金
）
毎
月
の
沖
縄
連

帯
行
動
を
、
上
本
町
６
丁
目
交
差
点
で

行
い
ま
し
た
。 

岸
田
政
権
の
国
民
無
視
の
急
ピ
ッ

チ
な
軍
事
化
・
戦
争
す
る
国
づ
く
り
の

動
き
に
市
民
は
ど
う
受
け
止
め
て
い
る

の
か
が
気
に
な
り
な
が
ら
、
オ
ス
プ
レ

イ
と
辺
野
古
の
海
の
パ
ネ
ル
を
展
示
し
、

１６
名
で
開
始
し
ま
し
た
。
遺
族
会
と

天
王
寺
平
和
委
員
会
の
代
表
が
ス
ピ
ー

チ
し
、
う
た
ご
え
の
二
人
が
ギ
タ
ー
で

沖
縄
の
歌
を
演
奏
し
て
通
行
人
に
沖
縄

の
現
状
を
訴
え
ま
し
た
。
今
回
の
チ
ラ

シ
は
日
本
平
和
委
員
会
か
ら
の
チ
ラ
シ

２
種
類
Ａ
３
に
印
刷
し
て
配
布
し
ま
し 

 

た
。
戦
争
へ
の
動
き
を
気
に
し
て
か
、

行
く
人
々
が
チ
ラ
シ
を
受
け
取
り
読
ん 

パ
ネ
ル
を
真
剣
に
見
て
い
て
沖
縄
の
現

状
を
も
っ
と
知
り
た
い
と
話
し
て
い
ま

し
た
。
多
く
の
人
が
「
沖
縄
も
日
本
も

え
ら
い
こ
っ
ち
ゃ
。
」
と
危
機
感
を
持

っ
て
署
名
を
し
て
く
れ
２４
筆
が
集
ま

り
ま
し
た
。 

 
 

                    

６
・
９
行
動
署
名
４６
筆

ひ
ｙ
畑
田
重
夫
さ
ん
が

逝
去
尾
沖
縄
連
帯
行
動

に
協
力 
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成
人
式
宣
伝 

            【２月の行事案内】 

１日(水) 常任理事会 18：00  

５日(日) 旭区総会 10：00～ 旭区民センター集会室１ 

６日(月) ６・９行動 12：00～ 

９日(木) 「９の日」宣伝 17：00 淀屋橋  

12 日(日) 軍拡・改憲よりくらし平和関西集会 14：00 中之島中央公会堂 

15 日(水) 沖縄連帯行動 12：00 上本町交差点 

18 日(土) 天王寺平和委員会総会 13：30～ たかつガーデン・ローズ 

22 日(水) 大阪安保２３行動 12：00 淀屋橋 

24 日(金) 在大阪ロシア領事館への抗議 (時間・場所未定) 

 

11日(水) 常任理事会 18：00～ 

21日(土) 日本平和委員会常任理事会 )13：30～18：00 東京 

 

各
地
か
ら
新
年
挨
拶 

 

沖
縄
連
帯
行
動
に
若
者
反
応 

 

 

 


